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― すべての働く者の連帯で、ともに働き暮らす社会をつくろう ー 

当
面
の
日
程 

４月２９日（水）中部地区メーデー 9時30分（鴨島中央公民館） 

５月 １日（金）第80回徳島中央メーデー 10時15分（藍場浜公園） 

        小松島地区メーデー 9時（ステーションパーク） 

阿南・那賀・海部地区メーデー 9時30分（市民会館前） 

美馬地区メーデー 10時（貞光・吉野川河川敷） 

三好地区メーデー 10時（諏訪公園）  

 連合徳島と労働者福祉事業団体（労福

協、労金、全労済、高退連、勤労者福祉

ネット）は、職を失った労働者を支援し

ようと4月25日（土）13時～15時の間、

徳島駅前で「雇用と就労・自立支援のた

めのカンパ活動」を実施した。連合本部

と地方連合会が取り組む募金活動の一環

で、各構成組織から約100人が参加した。 

 朝からの雨も開会と同時に降り止み、

動員者はカンパを呼びかけるティッシュ

を配るとともに、善意で大きく膨らみ、

空に飛び立つというメッセージを込めた

連合のマスコット「トブ太」を描いたピ

ンク色を描いたピンク色の募金箱を持っ

て、買い物客や徳島マラソンで来県して

いる多くの人たちに支援を呼びかけた。 

 トップを切って舞台に立った川越連合

徳島会長は「私たちは、現下の雇用経済

情勢の中で雇用不安におののき、あるい

は職を失って、明日の生活に事を欠く労

働者、今も一生懸命職を求めてご苦労さ

れている勤労者の皆さんに、労働組合の

社会的責務として、連合として雇用・就

労支援、自立支援のカンパ活動に取り組

んでいる。寄せられたカンパは、①農業

や林業、介護や福祉分野などにおける雇

用創出に関わる事業、②新しい仕事に就

くための職業訓練や能力開発を応援する

事業、③雇用保険の給付対象とならない

非正規労働者のための住居や生活支援の

事業、④失業等による影響の深刻な層、

例えばシングルマザーへの支援事業、な

どに使う。県民市民の皆さんのご支援・

ご協力をお願いします」と訴えられた。 

 続いて、平井・中小労働対策本部長、

藤原・四国労金常務理事、小笠原・高退

連会長、中谷智司・参議院議員、清田・

女性委員会副委員長、庄野県議会議員の

7 人が次々とマイクを握り、雇用と就

労・自立支援に向けたカンパ活動に協力

を訴えた。 

 この間、動員者は「雇用と就労・支援

カンパ。トブ太カンパにご協力を」のテ

ィッシュを通行人に配り、募金箱を手に

カンパを呼びかけ、2 時間の取り組みで

はあったが、５１，２００円のカンパを

集約した。参加していただいた動員者の

皆さん、大変ご苦労様でした。 

仙谷由人（せんごくよしと） 

１区 徳島市、名東郡 

希望をつくる 

とくしま県民起点主義。 

 

高井美穂（たかい みほ） 

２区 鳴門市・阿波市、美馬市（旧美

馬郡脇町・美馬町）、三好市・板野郡・

三好郡 

 

仁木博文（にき ひろぶみ） 

３区 小松島市・阿南市・吉野川市、

美馬市（旧穴吹町・木屋平村）、勝浦

郡・名西郡・那賀郡・海部郡・美馬郡 


